
城西国際大学薬学部　5 年生　青野  未歩

薬用部位

薬効

生薬名

用途 鎮痛薬モルヒネの製造原料

アヘン末、アヘン散、アヘンチンキとして

鎮痛薬や止瀉薬に用いられる。

鎮痛、鎮静、鎮咳、止瀉作用

未熟果実の乳液

阿片（アヘン）

ケシの未熟果実のことです。人為的
に傷をつけ乳液を出し、乾燥、凝縮
させてできたものをアヘンといいます。

ケシ坊主

　

ケ
シ
は
ヨー
ロッ
パ
南
東
部
原
産
の
植
物

で
、
5
～
6
月
に
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
日
本

で
は
ア
ザ
ミ
ゲ
シ
や
オ
ニゲ
シ
な
ど
様
々
な
ケ
シ

科
の
植
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
今
回

紹
介
し
て
いる
ケ
シ
のケ
シ
坊
主
か
ら
麻
薬
（
モ

ル
ヒ
ネ
・
コデ
イ
ンな
ど
）
の
原
料
で
あ
る
ア
ヘ

ンの
採
取
が
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
、
日
本
で

は
「
あ
へん
法
」
に
よ
り
栽
培
す
る
際
に
は
厚

生
労
働
大
臣
の許
可
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

ア
ヘンと
いえ
ば
、
歴
史
上
有
名
な
「
ア
ヘ

ン戦
争
」
を
思
い浮
か
べる
方
も
いら
っし
ゃ
る

の
で
は
な
いで
し
ょ
う
か
。
清
国
（
現
在
の
中

国
）
が
、
密
輸
に
よ
る
ア
ヘン蔓
延
に
対
し
て

全
面
禁
輸
に
し
、
イ
ギ
リ
ス
商
人
の
保
有
す

る
ア
ヘンを
没
収
、
処
分
し
た
こ
と
で
イ
ギ
リ
ス

が
反
発
し
、
1
8
4
0
年
か
ら
2
年
間
に
わ

た
り
戦
争
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ヘンに
含
ま
れ
る

モル
ヒ
ネ
は
大
量
に
用
いる
と
大
脳
の
機
能
が

麻
痺
し
、
死
に
至
り
ま
す
。

連
用
に
よ
る
習
慣
性
が
非
常

に
高
く
、
慢
性
の
中
毒
症
状

を
起
こ
し
や
す
い
た
め
麻
薬
に

指
定
さ
れ
て
いま
す
。
鎮
痛
薬

と
し
て
古
く
か
ら
用
いら
れ
て
い

ま
す
が
、
未
だ
に
モルヒ
ネ
に
勝

る
鎮
痛
作
用
を
示
す
化
合
物

は
見
つか
って
いま
せ
ん
。

学名：Papaver somniferum Linne 　科名：ケシ科
ケシ
最古で最強の鎮痛薬Vol.171



城西国際大学薬学部　5 年生　伊藤  美沙

薬用部位

薬効

生薬名

用途 鎮痛薬、鎮咳薬として漢方処方に配合される。

甘草瀉心湯（カンゾウシャシントウ）、

芍薬甘草湯（シャクヤクカンゾウトウ）など

鎮痛、鎮咳、抗アレルギー、抗菌、抗ウイルス作用

根、ストロン

甘草（カンゾウ） 局方生薬

　

ウ
ラ
ル
カ
ンゾ
ウ
は
中
国
や
ア
フ
ガ
ニス
タ
ン

な
ど
中
央
ア
ジ
ア
原
産
で
す
。
根
は
縦
に
深

く
生
や
し
、
葉
は
奇
数
の
羽
状
複
葉
で
長
卵

形
を
し
て
いま
す
。
６
～
７
月
に
蝶
形
の
紫

の
花
が
咲
き
ま
す
。
根
か
ら
得
ら
れ
た
「
グ
リ

チ
ル
リ
チ
ン」
は
鎮
痛
作
用
や
抗
炎
症
作
用

が
あ
り
ま
す
。

　
「
グ
リ
チ
ル
リ
チ
ン」
は
砂
糖
の

150
倍
も
の

甘
さ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
ウ
ラ
ルカ
ンゾ

ウ
は
様
々
な
形
で
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
醤
油
に
は
甘
味
を
加
え
る

目
的
で
配
合
さ
れ
て
いま
す
。
ま
た
、
生
薬

で
あ
る
「
甘
草
（
カ
ンゾ
ウ
）」
は
他
の
生
薬

と
調
和
さ
せ
る
目
的
で
使
用
す
る
た
め
、
漢

方
薬
の７
割
以
上
に
配
合
さ
れ
て
いま
す
。

　

漢
方
薬
に
最
も
配
合
さ
れ
て
いる
が
故
に

１
日
５
ｇ
以
上
の

多
量
摂
取
に
よ
っ

て
、
偽
ア
ル
ド
ス
テ

ロン症
を
引
き
起
こ

す
事
例
が
発
生
し

て
いま
す
。
気
に
な

る
よ
う
で
あ
れ
ば
お

近
く
の
薬
剤
師
に

ご
相
談
下
さ
い。

学名：Glycyrrhiza uralensis Fisch 　科名：マメ科
ウラルカンゾウ

漢方薬の必需品Vol.172



城西国際大学薬学部　5 年生　武士田  綺音

薬用部位

薬効

生薬名

用途 リウマチによる疼痛に用いられる。

鎮静、鎮痛作用

根茎

地烏（ジウ）

　

こ
ち
ら
の
可
憐
な
花
は
湿
気
が
あ
る
山
地

や
林
で
群
生
し
て
い
る
ニリ
ン
ソ
ウ
で
す
。
１

本
の
茎
か
ら
２
個
の
花
が
開
く
と
いう
意
味
で

「
二
輪
草
」
と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
実

際
は
１
～
３
個
の
花
を
咲
か
せ
ま
す
。
白
い

部
分
は
花
び
ら
のよ
う
に
見
え
ま
す
が
、
ド
ク

ダ
ミ
の
場
合
と
同
様
に
萼
（
が
く
）
で
す
。

ま
た
、
一
輪
草
や
三
輪
草
と
いう
植
物
も
あ

り
、
茎
に
直
接
葉
が
付
いて
いる
のが
二
輪
草

の特
徴
と
な
って
いま
す
。

　

４
～
５
月
に
な
る
と
開
花
し
、
葉
は
茹
で

て
山
菜
と
し
て
主
に
東
北
や
北
海
道
で
食
べ

ら
れ
て
いま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
ニリ
ン
ソ
ウ

の
葉
は
猛
毒
の
ヤ
マト
リ
カ
ブ
ト
（
キ
ンポ
ウ
ゲ

科
）
の
葉
と
よ
く
似
て
いて
、
生
育
場
所
も

同
じ
で
あ
る
た
め
、
山
菜
採
り
に
慣
れ
て
いる

方
で
も
注
意
が
必
要
で
す
。
ヤ
マト
リ
カ
ブ
ト

を
誤
っ
て
食
べて
し
ま
う
と
、
口
や
手
足
の
し

び
れ
な
ど
を
引
き
起
こ
し
、
さ
ら

に
は
痙
攣
や
呼
吸
不
全
で
死
に

至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ニリ
ンソ
ウ
の
根
茎
が
使
わ
れ
て

い
る
生
薬
は
地
烏
（
ジ
ウ
）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
鎮
静
、
鎮

痛
作
用
が
あ
り
、
民
間
療
法
と

し
て
リ
ウ
マチ
の
疼
痛
に
用
いら
れ

ま
す
。

学名：Anemone flaccida Fr. Schm. 　科名：キンポウゲ科
ニリンソウ
誤食を引き起こす山菜Vol.173
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